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モノづくりで未来を創る、
クリモト
クリモトは、明治４２年の創業以来、お客様満足第一のモノづくりに徹して、
社会のインフラ整備、ライフラインや産業設備の拡充に貢献してきました。
これからも、１００年で培った技術力にさらに磨きをかけ、独自の技術と
製品・サービスで社会の生命線と人々の暮らしを守り、社会に貢献し続けたい。
そして、チャレンジ精神・創造力溢れるオンリーワン企業へ。
それが、クリモトの願いです。

■編集方針
本報告書は、栗本鐵工所の継続的な環境活動、取り組みをより多くの方にご理解いただけるよう、2000年版から発行しています。2007年版を
発行していませんので、今回で8回目の発行となります。掲載内容の数値データは、2006年4月1日～2008年3月31日ですが、活動内容やト
ピックスにはそれ以降も含みます。数値データ等の集計範囲は栗本鐵工所の主要工場（6工場）ですが、環境製品、トピックス、活動内容等に一
部関係会社を含みます。作成に際しては環境省「環境報告ガイドライン2007」、GRIの「サステナビリティ・レポーティングガイドライン2006」を
一部参照しました。対象読者は当社のお客様、従業員、株主、学生、環境に興味のある全市民の方々です。

環境報告書のバックナンバーは当社サイトでご覧いただけます。

http://www.kurimoto.co.jp/company/environment.htm

目次


